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家康の通った道 

「家康は信雄とともに約９千の兵をひきい、井伊直政に前衛を命じて、市之久田、青山、豊場、

如意等の諸部落をすぎ、龍源寺に少憩して兜を着し、勝川から牛牧を経て城に入った」 

これは、山岡荘八の小説『徳川家康』の小牧・長久手の戦いを描いた場面の一節です。徳川家

康といえば、来月８日よりＮＨＫ大河ドラマ『どうする家康』の放送が始まります。放送開始も

間近になり連日マスメディアなどに取り上げられ、また書店では家康関連の書籍が数多く並ん

でいるのをよく目にするのではないでしょうか。 

さて、冒頭の一節の中に「青山」と「豊場」という豊山町の地名が登場します。小牧・長久手

の戦いは天正 12（1584）年に羽柴（豊臣）秀吉と織田信長の次男である織田信雄・徳川家康連合

軍の間で行われた合戦です。同年４月９日、当時小牧山城に布陣していた家康は、秀吉の三河侵

攻の知らせを受け、約９千の兵を率いて織田信雄とともに小牧山城から小幡城（現名古屋市守山

区）に向かいます。その行軍において「青山」と「豊場」を経由していたのです。 

山岡荘八著『徳川家康』は小説なのでフィクションかと言われれば、必ずしもそうとは限りま

せん。実は、この一節の根拠となったと思われる歴史史料があります。それが『小牧陣所之者之

咄伝之覚（こまきじんどころのもののはなしつたえのおぼえ）』という史料です。この史料に次

のような記載があります。 

「家康公は小牧山を忍び御出、小針村之腰を南へ青山村之中を御通り、春日井上原豊場村之

東野合にこかしか湫と云窪之通を如意村之東味鏡の北御懸、勝川村へ御急被成（以下略）」 

『小牧陣所之者之咄伝之覚』は小牧山周辺における家康や信雄に

関する言い伝えをまとめた史料です。この中で家康は小牧山から小

針村（現小牧市小針巳新田）を南に「青山・豊場」を通り、勝川へ

向かったことが記されています。まさに山岡荘八が描く冒頭の一節

の場面と一致しています。上記の史料は小牧・長久手の戦いより後

の時代にまとめられた史料のため、安易に史実と断定することはで

きませんが、小牧山城から小幡城までの地理を考えると豊山町を経

由して小幡城へ向かったのは大いにあり得ることだと思います。 

実際にどの道を通ったのか具体的な行程はわかっていません。は

たして家康は豊山町のどの道を通り、どのような思いで勝川へ向か

ったのでしょうか。もしかしたら私たちが普段歩いている道は、今

から約 440年前に“家康の通った道”なのかもしれません。 

図 書 室 だ よ り 

編集・発行 

豊山町社会教育センター図書室 

〒 ４８０－０２０２ 

豊山町大字豊場字和合７２ 

TEL ０５６８－２８－５４４９ 

南（豊山町方面）より小牧山城を望む 

町図書室では、“家康”関連の書籍を
多く配架しています。 
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今月の新刊（一般書） 
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今月の新刊（児童書） 
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